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D COR 
ン セ プ ト 
[ARMORED CORE] (AC) シリ ー ズ の 楽曲 は 、 
TARMORED CORE 3] (АСЗ) か ら 大 きく 変わ り 
まし た 。 それ まで の テク ノ ・ ダ ンス トラ ッ ク か ら 、 
スト リン グ ス を フィ ー チ ャ ー し た も の に 。 これ は 、 
ГАС] シリ ー ズ の サウ ンド 演出 を “より ドラ マテ 
ィ ッ ク に し た い " と いう 想い か ら で し た 。 映画 的 
な 演出 を 参考 に し な が ら イ メー ジ を 膨らませ 、 そ 
の 結果 生ま れ た の が 『AC3] の 楽曲 だ っ た と 言え 
ます 。 
今回 の [サイ レン トラ イン 』 の 楽曲 も その 基本 
概念 は 同じ で す 。 た だ し 制作 に あたっ て : 
点 が ひと つ あ り ま す 。 それ は 、 メイ ンス トー リー 
に 癌 む ミ ッ シ ョ ン と 絡ま な い ミ ッ シ ョ ン で 、 
BGM の 曲調 を ある 程度 分 けた いと いう こと で し 
た 。 これ は [AC3] の 楽曲 を 通し て 聴き 直し た と 
き に 感じ た 重い 究 囲 気 か ら 生じ る 息苦し さ を 、 少 
ヽ と 考え た か ら その た め ト ー タ 
C31 の 時 より も ノリ の 良い イメ 
を 強く 感じ て も ら え る こと で し ょ う 。 
最後 に 、 サ ウン ド ト ラ ッ ク の 制作 に 携わっ て 下 
きっ た すべ て の 方 々 と 、 聴い て 下さ る ファ ン の 皆 
まり いた し ます 。 この サウ 
ンド トラ ッ ク を 聴い て 、 音楽 の 面 か ら も 『 サ イレ 
ント ライ ン 』 を 楽し ん で も ら え れ ば 幸い で す 。 
[ARMORED CORE 3 SILENT LINE) サウ ンド ディ レク ター 
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Armored Core 3 Silent Line" 
The music of "Armored Core" series has changed 
distinctly since "Armored Core 3"; from techno-dance 
tracks to tracks featuring stings. This change came from 
our wish to make stage effects of the 
"dramatic". Taking the dramaturgy of motion pictures as 
models, our im 
music of "АСЗ". 
The tracks of 
concept. But there 
attentions during production, That is, to make distinctive 


game more 


zinations swelled and produced the 


nt Line” have succeeded to this 


‘one subject we have directed our 


difference in tones of the tracks, according to whether 
the track is played in the missions illust 
story or not. We made this decision b 
that the tracks of 
listened them altogether, And we tried to ease the 
oppression which came from this heavy impression. So, 
we assure that you can feel more vigorous moods of this 
works than the tracks of "AC" in the aggregate. 

ally, I wish to thank all people who have been 
concemed with the production of "AC3: Silent Line" 
Sound Tracks and all of you fans listening, It will be my 


ing the main 
thought 
when we have 


ause y 
у" were too hea 


Tsukasa Saitoh 


"ArmoredCore3SilentLine"sound director 
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Morning,Lemontea (2:40) 
Initiating (3:02) 
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Rise In Arms (3:15) 
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Falling Down (3:27) 
MovetheCar (2:13) 

Mode (2:58) 

Disrespect (2:46) 

Dry Mirage (3:08) 
Monkey Likes Daddy (2:33) 
Line Of Fire (3:30) 


SilentLine Ш (2:40) 


11 LapseOfTime (3:23) 
Artificial Line (2:30) 
SilentLinelV (1:45) 


Total Time (56 : 28) 
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TRACK 001 : 
LINER NOTES 

| サイ レン トラ イン | の : 
プ ニ ン グ ム ー ビ ー 用 | 
ヨン で す 。 実際 の ゲー ム 中 で は 、 サ ウン ド 
エフ ェクト と の バラ ンス を 重視 し た ミッ ク 
ス に な っ て いた の で 、 サ ント ラ 化 に 当たっ 
て 多少 ミッ クス を 変え て み ま し た 。 | サイ 
レン トラ イン | の 世界 観 や 雰囲気 を 思い 切 
り 感 じ て も らい た い 曲 で す 。 


This is an arranged version of theme 
music of "Silent Line". This track 
has been remixed on containing to. 
this disc, because the original ver- 
sion paid much attention to balance 
the music and the sound effects. 
Please feel the world and the atmos- 
phere of "Silent Line" to your heart's 
content. 


AC3SL MAIN THEME(PROLOGUE VERSION) 
PROLOGUE 


че 


so —pP 
TRACK 002 : 
LINER NOTES 


Se 2-уйр7и 20 
で す 。 プロ ロー グ シ ー ン 用 と い . 
識 し て 、 重 厚 さ を 強調 し た アレ . 
いま す 。 これから 始ま る 戦い の 壮大 さ 、 世 
界 の 広がり を スト リン グ ス パ ー ト で 、 № 
の 激 し さ ・ 目 的 達成 の 態 し さ を 匂 わせ る よ 
うな ある 種 の 緊迫 感 を リ り ズ ム ト ラ ッ ク で 表 
現し て み ま し た 


This is another arranged version of 
the theme. For this track is used in 
the opening scene, the depth is em: 
phasized during the arrangement. 
The strings express the vastness of 
the world, and the rhythm sections 
express the tense atmosphere which 
suggests the intensity of the combat 
and the difficulty of achieving the 
goal. 


TRACK 003 : 
ЫМЕВ МОТЕ5 


最初 の ミッ ショ ン に ふさ わし い 、 心 地 よ さ 
と ノリ を 持っ た 曲 で す 。『 サ イレ ント ライ ン 」 
の スト ー リ ー の 上 で は 、 ま だ 何 の 事 件 も 起 
き て いま せん し 、 プ レイ ヤー に と っ て は 初 
め て の ミッ ショ ン に な り ます 。 そこ で 、 重々 
し い イメ ー ジ より も 気持 ちよ く 戦 っ で も ら 
うこ と を 重視 し 、 こ の 曲 を ファ ー ス トミ ッ 
ショ ン 用 に 選定 し まし た 。 


With comfortable tone and groove, 
this track perfectly matches the first. 
mission. From player's viewpoint, in. 
this mission, there is no significant 
event in connection with the story of 
"Silent Line". So, I put this track in 
the first mission to make you light- 
hearted, not depressed by worrying, 
for battle. 


人 型 AC 誕 生 の 可能 性 


レイ ヴ ン が 駆る 機動 兵器 ARM- 
ORED CORE(AC)。 ゲ ー ム の 中 核 
を な すこ の 汎用 兵器 の 誕生 は 、 労 働 
力 不足 を 補う べく 開発 され た 作業 機 
械 が その オリ ジン と な っ て いる 。 ff 
業 機械 は 、 マ ッ ス ル ・ ト レー サー 
(MT) と 呼ば れ 、 そ の 名 称 か ら も 伺 
える よう に 、 主 に 人 を 模 し て 作成 さ 
れ た も の だ 。 な ぜ 人 型 で ある 必要 が 
あっ た の だ ろう か ? 

現在 の テク ノロ ジー を 見 て みる と 、 
人 型 の 作業 機械 は 存在 し て お ら ず 、 
人 型 で ある 必要 性 も 薄い 。 し か し 、 
作業 機械 の 存在 理由 は 、 本 来 人 間 の 
四肢 を 利用 し た 作業 の 限界 を サポ ー 
ト す る こと に ある 。 工事 現場 の 重機 
を 例え に 出す な ら 、 穴 を 掘る 、 重 い 
物 を 持ち 上 げ る 、 不 整地 を 整え る な 
ど 、 人 間 で も 可能 な 作業 ば か り だ 。 
も ちろ ん 、 人 間 自身 が 行え ば 膨大 な 
時 間 が 必要 と な り 、 作 業 効率 の 限界 
も 低い か ら こ そ 、 こ うし た 作業 用 機 
械 が 開発 され た の だ が 、 ひ と つの 作 
業 に 特 化し て いる た め 、 汎 用 性 は ほ 
と ん ど な い の が 実状 だ 。 例 えば パワ 
u 現行 の テク ノ 
ロジ ー で は 、“ 巨 大 な 腕 の 延長 " と 
し て の 機械 を 動か す だ け で も 特別 な 
操作 技術 が 必要 に な り 、 機 械 ご と に 
操縦 方 法 が 大 きく 異な る と いう 欠 
も 存在 する 。 だ が 、 特 化し た 機械 だ 
け で ビル も 道路 も 建設 する こと が で 
きる た め 、 今 の と ころ 人 型 の 機械 が 
必要 に な る こと は な い 。 し か し 、“ あ 
ら ゆ る 作業 を ひと つの 作業 機械 に や 
565" な ら 、 人 型 を 使用 する 意味 
が 生ま れ て くる の だ 。 

作業 機械 が ひと つ に 統合 され た 場 
合 の 最大 の 利点 は 、 ひ と つの 操作 技 
術 を 修得 する こと で 、 さ ま ざ ま な 作 
業 を 行え る 点 で ある 。 そ れ が 人 型 で 
あれ ば 、 操 作 する 側 も 自分 の 四肢 を 
動か す 感 覚 で 作業 を 行う こと が で き 、 
動作 を 具体 的 に イメ ー ジ し や すい 。 

例え ば 、 キ ャ タビ ピラ で は 移動 する 
こと が で き な い よう な 山岳 地帯 に 道 
路 を 造る 作業 を 想像 し て ほし い 。 も 
し 人 型 の 作業 機械 が 存在 する な ら ば 、 
2 足 歩行 に よっ て スム ー ズ 
移動 が 可能 に な る 。 ま た 、AC の よう 
に 装備 を 変更 する こと が で きれ ば 、 
穴 を 掘る こと も 、 木 を 切り 倒し て 運 
ぶ こ と も 1 種類 の 機械 で 間に合っ て 
し まう 。 も ちろ ん 、 こ うし た 作業 は 、 
安定 し た 2 足 歩行 シス テム が 完成 す 
る と いう テク ノロ ジー 的 な 壁 を 越え 
な けれ ば 実現 不可 能 で は ある の だ が 


ГАСЗІ シリ ー ズ の 世界 で は 、“ 大 
破壊 " と 呼ば れる 環境 破壊 に よっ て 
人 口 と 資源 が 減少 し 、 地 下 と いう 新 
た な 生活 の 場 を 開拓 する た め 、 人 型 
の 作業 機械 が 誕生 し た と いう 設定 に 
な っ て いる 。 こ の よう に 、 劇 的 な 社 


会 の 変化 が 訪れ な けれ ば 、 人 型 の 作 
業 機械 が 誕生 する こと は な い の か も 
し れ な い 。 

し か し その 一 方 で 、 現 在 の ロボ ッ 
ト 開発 が 、 人 型 の 研究 に 注力 し て 行 
われ て いる こと は 周知 で ある 。 人 間 
が 生活 する 環境 に 合わ せる の で あれ 
ば 、 人 間 と 同じ スタ イル で ある ほう 
が 効率 的 で あり 、 さ ら に 段差 や 狭い 
廊下 の 移動 は 2 足 歩行 が 適し て いる 
と いう 理由 も 存在 し て いる 。 人 間 の 
生活 の 手伝い を する ロボ ポッ ト で あれ 
ば 、 や は り 2 足 歩行 が 理想 的 な の だ 。 

この 等 身 大 ロボ ッ ト で 研究 され て 
いる 2 足 歩行 シス テム は 、 か な り の 
勢い で 進化 し 続け て いる 。 こ の 技術 
を も と に 、2 足 歩行 の 大 型 作業 機械 の 
有用 性 が 実証 され れ ば 、 も し か する 
と 人 型 の 作業 機械 が 誕生 する こと に 
つなが る か も し れ な い 。 

無論 、 こ れ は 巨大 ロボ ッ ト ア ニ メ 
の 洗礼 を 受け 、 そ の 実現 を 心 に 描い 
て きた ファ ン の 理想 論 に 過ぎ な い が 、 
巨大 人 型 機械 の 実現 を 夢見 つつ 、[AC] 
に 注目 し て みる の も 楽し い だ ろう 。 
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AC coming into reality 


y of humanoid-figured 


The Armored Core - maneuvering 
weapon driven by Raven. This gen- 
eralpurpose weapon, playing the 
title role of this game, has its ori- 
gin in Muscle Tracer, the working 
machine that was created to com- 
pensate for the shortage of labor. 
Ав shown on its name, MT was 
made to imitate the action of hu- 
man. But why did it have to be so? 
The answer may come from the 
uniqueness that the world of "АС" 
has. 

Іп our times, there is no technolo- 
gy that makes humanoid figured 
working machines possible to ex- 
ist and the necessity for machines 
to be in the humanoid shapes is 
scarce. But essentially, working 
machines are made as replace- 
ments to human limbs. For exam- 
ple, the works that machines in 
construction sites perform like 
digging a hole, putting heavy mate- 
rials up, or smoothing rough ter- 
rains, can be accomplished by hu- 
man hands. Of course, it will take 
colossal times to perform such 
works by using only human hands 
and the efficiency will be too mis- 
erable. That is the reason the 
working machines are created, but 
they are not generalized like copy- 
ing all human actions. Instead, 
each type of the working machines 
is specialized to single purpose. 
Апа, each machine requires a ай- 
ferent way of manipulating. An ex- 
isting power shovel is just an over- 
sized extension of the arm, but 
you have to learn a lot to operate 
it. Humanoid-figured machines 
probably won't have this kind of 
difficulty, but they are not needed 
because you can construct build- 
ings or roads by using various 
kinds of the specialized working 
machines. While, if a single ma- 
chine have to do every works, uni- 
fying the functions of all working 
machines into the form, a human- 
oid figured machine will be the de- 
sirable answer. 

Unifying the functions of working 
machines has a merit that the op- 
erator can perform various works 
by mastering single method. If the 
machine is humanoid-figured, the 
operators won't be suffered major 
problems because the sense of 
their own limbs helps to master 
the way to manipulate. 

Imagine the situation of construct- 
ing roads in mountainous regions 
that is too steep to move even for 
vehicles applying caterpillars. If 
there is a humanoid-figured ma- 
chine, it will be able to walk on the 
slopes without any trouble on its 
two feet. Furthermore, if that ma- 
chine can exchange equipments 
like AC, a single machine can dig 
a hole, saw down trees, and carry 


logs. Needless to say, although, 
this imagination will be able to ma- 
terialized only if the technological 
breakthrough that makes stable 
two-leg walking possible has been 
achieved 

In the world of "AC3", the human- 
oid-figured machines were created 
to cultivate subterranean frontiers 
in the era of reduced natural and 
human resources due to the cata- 
strophic destruction called as 
"vast destruction". Probably, it will 
take such kind of drastic changes 
of the whole society to materialize 
the humanoid-figured machines. 
On the other hand, it is widely 
known that in the field of robotic. 
developments, researches to cre- 
ate androids are paid great atten- 
tions. Given the fact that domestic 
robots should be adapted to the 
environments we live in, it is effi- 
cient for robots to have humanoid 
figures. In addition, walking by two 
feet is suitable for moving around 
in narrow corridors or on differen- 
ces in level. It is ideal for house- 
keeping robots to walk by two 
legs. 

The research on two-legged an- 
droids is advancing in tremendous 
speed. If the validity of large ma- 
chines with two legs is proved on 
the research, there will be possi- 
bilities for humanoid-figured work- 
ing machines to be invented. 
Certainly, all of this is only a day- 
dream of an "anime" cartoon fan 
that received his baptism by 
watching sci-fi anime featuring big 
robots and has hoped their materi- 
alization: but it will be interesting 
play "AC" with dreams of gigantic 
humanoid-figured machines in re- 


ality. > 
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AC を 支え る 最 重 要 パ ー 


AC は 、 厳 密 に は 「 人 型 」 兵器 と 
は 言い 切れ な い 。 通常 腕 を 使用 し た 
2 脚 タイ プ は 人 型 と 呼ん で 差し 支え 
な い が 、 パ ー ツ 交換 を 行う こと で 人 
と か け 離 れ た シル エッ ト に な っ て い 
る AC も 多い 。 特 に 脚 部 パー ツ の 種 
類 の 豊富 さ は AC の 大 き な 特 徴 の ひ 、 
と つ で あり 、 2 脚 型 、 逆 関節 型 、4 
脚 型 、 タ ンク 型 、 フ ロー ト 型 の 5 種 
に 分 類 さ れ て いる 。 

MT を も と に 開発 され た AC は 、 人 
型 すなわち 2 脚 型 か ら ス ター ト し て 
いる と 考え る の が 妥当 だ ろう 。 とこ 
ろ が 、 現 代 の 技術 で は 2 脚 歩行 技術 
は いま だ 研究 途上 で あり 、 歩行 は と 
も か く AC の よう な 高速 移動 や ジャ 
ンプ が で きる レベ ル に は 達し て いな 
い 。 逆 に 、 タ ンク 型 な ら ば 十分 再現 
が 可能 だ 。 言 い 換 えれ ば 、 タ ンク 型 
AC は わざ わき 技術 レベ ル の 低い パ 
ー ツ を 使っ て いる の で は な いか ? 
と いう こと に な る 。 だ が 「 技 術 レ ベ 
ル が 高い 機械 二 優 れ た 機械 ] と いう 
図式 は 必ず し も 成り 立た な い 。 2 肢 
型 以外 の 脚 部 パー ツ は 、 2 脚 型 より 
も 優れ た 点 が ある が 故に 開発 され 、 


AC3SL 


使用 され て いる の で ある 。 こ こ で は 、 
それ ぞ れ の 脚 部 の 特徴 を 見 て みよ う 。 

まず は 逆 関節 型 。 膝 が 人 間 と 逆 方 
向 に 曲がる この 脚 部 は 、 鳥 の 足 を 思 
わせ る 形状 を し て いる 。 も っ と も 本 
当 の 鳥 の 場合 、 ヒ ザ に 見 える 部 分 は 
実は 足首 の 一 部 で 、 膝 が 逆 に 曲がっ 
て いる わけ で は な い 。 

逆 関 節 型 は 基本 的 に は 2 脚 型 に 近 
い 構 造 ・ 性 能 を 持っ て いる が 、 歩 行 
モー ショ ン が 人 間 と 全く 違う た めか 、 
現代 で は あま り 研 究 さ れ て いな いよ 
うだ 。 AC 用 パー ツ と し て は 、2 脚 
型 よ り も ジャ ンプ カ や 着地 安定 性 に 
優れ 、 高 エネ ルギー 効率 を 誇る 。 Я 
装備 の せい で 後ろ 側 に 荷重 の か か る 
AC に は 向い て いる スタ イル か も し 
れ な い 。 

続い て 4 脚 型 。 4 脚 歩行 は 動物 型 
ロボ ッ ト や 重量 の ある 半 人 型 ロボ ッ 
ト 用 に 研究 ・ 開 発 さ れ て いる 。 以 前 
Ф [AC] シリ ー ズ で の 4 脚 型 は 車輪 
で 移動 する 仕様 で あっ た た め 脚 自体 
は 着陸 脚 と し て の 意味 が 大 きか っ た 。 
ED, [AC3] 以降 、 歩 行 タ イプ に 
変更 され て いる 。 静止 時 の 安定 性 が 
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高い 反面 、 最大 積載 量 や エネ ルギー 
効率 に 難 が あり 、 複 雑 な 構造 が 災い 
し て か 耐久 力 は 最低 クラ ス で ある 。 
タン ク 型 は 文字 通り 、 戦 車 の よう 
な 脚 部 パー ツ だ 。 履帯 (無限 軌道 と 
も 呼ぶ 。「 キ ャ タビ ピラ 」 は 商標 名 ) 
は 現代 で も 戦車 や 重機 に 使用 され て 
お り 、 作 業 用 ロボ ッ ト の 脚 部 と し て 
も 用 いら れる こと が ある 。 軟質 な 不 
整地 に 強く 、 車 輸 よ り も 高い 走破 性 
を 持つ 。 移 動 速 度 は 遅く ジャ ンプ も 
で き な い が 、 最 大 積載 量 と 安定 性 は 
ずば抜け て 高い 。[AC』 ERTO 
ー テ ク の 部 類 だ ろう が 、 構造 が 単純 
な せい か 、 装 甲 を 厚く する こと が 可 
能 な うえ 、 パ ー ツ 自体 の 面 久 力も 最 
高 ク ラス 。 大 型 火 器 を ガン ガン 使う 
に は も っ て こい の 脚 部 と 言え る だ ろう 。 
ちな み に タ ンク 型 に は 、 推 進 方 法 が 
履帯 で ほな く ホ パー に な っ て いる タ 
イプ も 存在 する 。 基本 的 な 傾向 は 同 
じ だ が 、 履 帯 タ イプ より 積載 量 が 少 
な い 反 面 、 移 動 束 度 が わずか に 速い 。 
フロ ー ト 型 は 浮遊 し た 状態 で 移動 
する 特殊 脚 部 で 、 最 高 ク ラス の 速度 
を 誇り 、 唯 一 水上 走行 が 可能 と な っ 


Tu, LAL, [AC] 世界 で も ハ 
イ テ ク に あたる の が 災い し て か 、 耐 
久 力 は 低め で 装甲 も 最低 タク ラス 。 最 
大 積載 量 も か な り 少 な く 、 水 上 で キ 
ャ ノン 系 武器 を 構え る と 沈ん で し ま 
う 。 さ ら に 常に 浮遊 し て いる た め 、 
静止 し て いて も エネ ルギー を 大 量 に 
消費 し 続け る と いう 、 か な り ク セ の 
強い 脚 部 パー ツ で ある 。 

脚 部 は AC の 外見 的 印象 と 性 能 を 
左右 する 最 重要 パー ツ 
機能 を 重視 する か 、 外 見 に 
か の 選択 は その 人 次 第 。 いや 、 外 見 
だ わっ た 場合 で も 、 そ の 人 が ど 
ん な ロボ ッ ト を 格好 良い と 思っ て い 
る か 、 と いう 個性 が ハッ キリ 表れ る 
部 位 な の で ある 。 「 や は り 主 役 は 2 
BIL) 202. 「 男 は 黙っ て タン ク 型 | 
な の か 。 好み の 脚 部 に 多少 不利 な 点 
が あっ て も 、 あ えて それ を 使い こ な 
すぐ らい の 心意気 で プレ イ し た いも 
OE. 53 


E 
L 
3 
L 
а 
1 
L 
に 
E 
4 
1 
L 
L 
а 
5 
a 
а 
L 


ES 


Legs - the individuality of the most important parts sustaining AC 


The Armored Core is not a 
"humanoid" machine in specific 
definitions: an AC that has normal 
ams and two legs naturally can 
be called as a humanoid-type ro- 
bot, but many types of AC have 
differ figures from humanoid look- 
ing because of the arrangement of 
the parts. Particularly, the wide va- 
riety of the lower body parts is а 
trait of AC. In alternation to 
"basic" two-legged type, it has 
four kinds of classifications; re- 
wersejointed, four-legged, tank, 
and floating type. 

As being developed from Muscle- 
Tracers, AC must have two legs in 
early stage of its development. 
Though, the technology of walking 
by two legs is not completed yet. 
In present time, a machine with 
two legs can barely walk but is not. 
able to "dash" or "leap" like AC. 
Оп the other hand, a "tank type" 
body part can be sufficiently mate- 
fialized by recent technology. In 
‚other words, is the tank AC delib- 
erately applying "low-tech" parts? 
This presumption is not reason- 
able, because that the apparatus 
using higher level of technology is 
not always superior to these using 
lower technology. The non-two-eg- 
ged body parts have their own ad- 
vantage in some aspects to be de- 
weloped and used. From now on, 


we will take a short glance over 
the characteristics in each classifi- 
cation of the lower body parts. 
First, let us take a look at reverse- 
jointed legs. This type has knees 
that bend opposite way to ours 
and looks alike to the bird's legs. 
Though, the "knee" of a bird is ac- 
tually a part of ankle. Reverse-join- 
ted legs have similar structures 
and performances to humanoid 
legs. But reversejointed legs are 
not researched seriously because 
their walking motions and dynam- 
ics are totally different from ours. 
As parts for AC, reversejointed 
legs take pride in jumping abilities, 
stabilities in landing, and high en- 
ergetic efficiency. Perhaps they 
are suitable to AC having tendency 
to tumble backwards by the load 
of shoulder units. 

The second classification is four- 
legged parts. In reality, this type of 
legs are researched and applied 
for robots imitating animal moves 
or "half-humanoid shape" robots. 
with weights. In previous "Armored 
Core" titles, the four-legged parts 
had wheels to move so the legs 
worked mainly as landing gears. 
But from "AC3", wheels were omit- 
ted and the legs have possessed 
a function to walk. This type of 
lower body is very stable when 
stopping, but it has problems with 


maximum load and energetic effi- 
ciency. And, since it has the most. 
complicated structure, the durabili- 
ty of four-legged parts is the low- 
est among all classifications. 

The third type, a tank body, is liter- 
ally like a battle tank, having 
treads (also called as "endless 
tracks"; the word "caterpillars" is 
а commercial trademark) to move. 
Treads are applied to tanks and 
heavy construction machinery in 
present time, and the lower bod- 
ies of industrial robots often adopt 
them. This type is fit for elastic, 
rough terrain, and has better trav- 
eling abilities than wheels. Though 
it can't run fast or jump, the num- 
ber of maximum load and the sta- 
bility is incredibly high. Presumably 
it is rather primitive mechanism in 
the world of "AC", its simple struc- 
ture allows wearing heavy armor- 
ing, and it has the highest durabili- 
ty by nature. It will be the perfect 
choice if you have intentions to 
use heavy weapons frequently. 
The tank type parts have a varia- 
tion that uses a ground-effect ma- 
chine instead of treads. Basically, 
the characteristics are identical to 
treads but the speed is higher, al- 
though its maximum load is slight- 
ly reduced. 

The last, floating type is very 
unique. It moves by levitating over 


the floor, with supreme speed, 
and only with this type of lower 
body, AC can move on the water. 
But, this type requires high-end 
technology in the world of "AC", so 
the floating type has weak points 
like the low durability, poor armor- 
ing, and limited amount of load. 
Furthermore, if you try to use can- 
nons on the water, your AC will 
sink unavoidably. And it consumes 
large amount of energy constantly, 
even if you don't move at all. 
Thus, this lower body part is quite 
peculiar. 

Legs are the most significant 
parts to determine the appear- 
ance and the capacity of your AC. 
It is leaved to players' decision 
whether to think much of AC's per- 
formance or to be particular about 
its appearance. If you choose to 
specify the appearance, the way 
you assemble the parts will indi- 
cate what kind of robot you think 
as neat-looking. Do you insist that 
"А hero should stand on his two 
feet", or just say that "A real man 
chooses to go with a tank"? If your 
favorite type of legs have some 
disadvantages, your eagerness 
will overcome the problems - 
that's the matter of your will-pow- 


ег. ә 


| “Initiatin 


TRACK 004 
LINER NOTES 
の 曲 は 、「Initiating」 と 


talking “initiating”, 
d voice was heard lik 


hythm - and | used this. 


rhythm and composed the t 
like just ordinary sy 


ind, but if you list 
initiating" is au. 


stands for'showing gravity 
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TRACK 005 
LINER NOTES 
メイ ンス トー リ む よ う な 曲 で は な く 、 


MAGMO vva EM, Ans“ 
る 感じ の ミッ ショ ン で 使用 し て いる ライ ト 
な 曲 で す 。「AC31 の と き は 全体 を 重厚 な 
ER の で す が 、「 サ イレ ント ライ ン 』 
で は 、 ョ ン ご と 
けた か っ た の で 、 こう 
所 に 使用 し て いま す 


| 象 を は っ きり 分 
っ た ノリ の 曲 を 随 


This track is light music and used in 
missions like а simple wipeout oper 
ation or stages that all you have 10 
do is just shooting around. All tracks 
of "АСЗ" were very serious, but | in 
tended to make each mission char 
acteristic. So, "Silent Line" has fea 
tured tracks like this in various 
occasions 


TRACK DATA 
TRACK TIME: 3:10. 
«SOUND IMAGE : MISSION BGM 

"USED SCENE = ESCORT MISSION 
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TRACK 006 : 

LINER NOTES 
F 
問 が か か る ミッ ショ ン 用 に 作り まし た 。 d 
然 的 (< BGM を 聴い て いる 時 間 が 長く な る 
の で 、 あ まり くど くら な いよ うに シン プ 
ル な リズ ム に し て いま す 。 殺伐 と し た イメ 
ー ジ に な り 過 ぎ な いよ うに 、 切 な い 感じ の 
スト リン グ ス を の せ て いる の が 特徴 で すね 。 


1 composed this track for missions 
that take comparatively longer time 


to complete, like rt or rescue 
operations. uu inevi- 
tably you have to Їй the back- 


ground music for a long time. There- 
fore, | made this one using not heavy 
but simple rhythm, And | put Strings 
that have emotional mood to avoid 


bring too much barbarous. I thi 
that is the characteristioipeint 
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Out Like A Light 


TRACK DATA 
«ТНАСК ИМЕ: 2:55, 
・SOUND IMAGE : MISSION BGM 


ARMORED CORE 


Le TRACK 008 


| Rise Іп Arms 


TRACK DAT/ 
TRACK TIME 
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UND IMAG SION BGM 
"USED SCENE : MAINSTREAM MISSION 
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TRACK 007 : 

LINER NOTES 

MRAM PRT BEL 20559 
FF 
現し よう と し て 制作 し た 曲 で す 、 リ ズム 
は 極力 排除 し て アン ビエ ント ミュ ー ジ ッ 
ク の よう な テイ スト に 仕上 げ ま し た 。 思 
わ ず 息 を 溢 め た く な る よう な 、 ビ ピリ ピリ 
と し た 雰囲気 を 感じ て も ら え れ ば いい か 
な と 思っ て いま す , 


Missions that require extra caution 
like investigations or sneaking орега 
tions have this track as background 
music. | put away almost all rhythm 
to express the tense atmosphere 
and strained situations. As a result, 
this track has the taste like ambient 
music. Please feel the oppressive, 
breathtaking mood. 
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TRACK 008 : 

LINER NOTES 

これ は ゲー ム 中 の メイ ンス トー リー に 絡む 
ミッ ショ ン ( 主 に 無人 AC が 登場 する ミッ 
ショ ン ) で 使用 し て いる 楽曲 で す 。 ミ ッ シ 
ョ ヨン が 始ま っ て この BEM が 流れ た ら 「 こ 
こ は 、 何 か ある な 」 と 感じ て も ら えれ は ばい 
いで すね 。IAC 3| の 時 か ら で す が 、 サ ウ 
ンド を 映画 的 に 使い た か っ た の で 、 そ うい 
う 意 味 で は この 曲 が 一 番 分 か りや すい と 言 
えま す 。 


This track is used іп missions that 
take significant place in mainstream 
of the scenario (these missions are 
often featuring the unmanned AC). | 
wish you would say to yourself "Oh, 1 
smell something bad in this situa- 
tion" on hearing this track at the 
opening of a mission. I've intended 
to use music cinematically from the 
times | worked on tracks іп "АСЗ", 
so this one is the plain instance of 
my intention. 


_ — 
Scrambling 
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で 1 Li 
[AC 3) で は 舞台 が 地下 世界 な の : 
た 空 し か な か っ た の で す が 、「 サ イレ ンド 
ライ ン 」 で は 本 当 の 空 を 仰ぐ こと が で きま 
7. そん な 空 や 風 の 爽 や か さ が 感じ られ m 
よう な 気持 ちの 良い トラ ッ ク に 仕上 が っ た 

5 : 


track to get along 
with airborne operations in the sky. 
"АСЗ" had only limited "sky", for it 
was a story of the underground 
world. On the contrary, уои can look 
up the "real" sky in "Silent Line" 
believe this track has a crisp finish 
which makes you feel the brightness 
of the sky and the breeze. 


TRACK 010 : 
LINER NOTES 

特殊 な 条件 を 満た すこ と で 出現 する ミッ シ 
ヨン 「 生 体 兵器 破壊 」 で 使用 し て いる 曲 で 
す 。 ミッ ショ ン 中 に は 不気味 で 生々 し い 生 
物 兵 回 が 登場 する の で 、 怪 し い 有 雰囲気 を 持 
つ 曲 が イメ ー ジ に 合う と 考え 、 こ の 曲 を 使 
うこ と に 決め まし た 


A Mission called "Destroy Bionic 
Weapon" that demands you to make 
certain moves to reveal, features 
this track, In this mission you will en- 
counter an eerie, crude bionic weap- 
оп, 50 | applied this track because | 
thought an ominous tone of was 
matched to the atmosphere, 


高い 技術 力 と 低 コ スト 一 エネ ルギー 兵器 一 


多く の SF 作品 に は レー ザー や ビ 
ー ム と いっ た 光線 兵器 が 登場 する 。 
も ちろ ん [AC] も 例外 で は な く 、 
全般 的 に 実弾 より も 弾 速 が 速く 攻撃 
力も 高い た め 、 ミ ッ シ ョ ン 攻 略 の 心 
強い 味方 と な る 。「ACI 世界 の 代表 
的 な 光線 兵器 は レー ザー ライ フル や 
パル スキ ャ ノン だ が 、 ラ イフ ル と キ 
ャ ノン の 培い は 単に 大 き さ や 取り 付 
け 位置 に よる も の で 、 光 線 そ の も の 
は レー ザー 、 プラ ズ マ 、 パ ルス 、 エ 
ネル ギー の 4 種 と な っ て いる 。 と こ 
ろ で この 4 つの 光線 、 原 理 や 仕組 み 
的 に は どの よう な 違い が ある の だ ろ 
うか 。 

レー ザー は 、 現 実 世界 で も レー ザ 
ー 照 準 装置 や 手術 用 の レー ザー メス 
な ど で 実 用 化 さ れ て いる 光線 で ある 。 
レー ザー (LASER) と は 「Light Amp- 
lification by Stimulated Emission of 
Radiation | の 頭 文 字 を 取っ た も の で 、 
日 本 語 で は 「 誘 導 放出 に よる 光 の 増 
幅 ] と いう 意味 で ある 。 レ ー ザ ー は 
普通 の 光 の よう に 拡散 せ ず 、 ど こま 
で も 一 方 向 に 直進 する と いう 性 質 を 
持つ 。 ま た 増幅 に よっ て 普通 の 光 よ 
り も 強い 熱量 を 持た せる こと も 可能 
で ある 。 つ まり 光線 兵器 と し て の レ 
ー ザ ー は 、 増 幅 し た 光 の 高熱 で 英 装 


甲 を 焼き 切っ て いる 、 と イメ ー ジ す 
れ ば いい だ ろう 。 光 の 増幅 に は 、 あ 


いら れる が 、 発射 の 際 に 消費 する の 
は 電力 の みな の で 、 本 来 は エネ ル ギ 
一 切れ は 起こ し て も 弾 切れ は 起こ さ 
Жұм [AC] 世界 の レー ザー ライ フ 
ル な ど に は 弾 数 が 設定 され て いる の 
で 、 若 干 異な る テク ノロ ジー が 用 い 
られ て いる 可能 性 も ある 。 
続い て は プラ ズ マ 。 気体 に 熱 や 電 
気 を 与え 、 原 子 を 原子 核 と 電子 に 電 
離さ せ た も の が プラ ズ マ で あり 、 
体 ・ 液 体 ・ 気 体 に 次 ぐ 第 4 の 物質 状 
態 で ある と され て いる 。 太陽 風 や 稲 
妻 は プラ ズ マ で あり 、 こ れ を 放電 現 
象 と し て 利用 し た 物 が 蛍光 灯 や プラ 
ズ マ テレ ビ で ある 。 蛍光 灯 な ど は 電 
離 の 割合 が 低い が 、 高 度 に 電離 し た 
プラ ズ マ は 温度 数 万 度 に 達する 高 エ 
ネル ギー の 荷電 粒子 を 含ん で いる 。 
光線 兵器 と し て の プラ ズ マ 砲 は 、 こ 
れ を 何ら か の 方 法 で 射出 し 、 プ ラズ 
マ の 高熱 で 敵 に ダメ ー ジ を 与え る も 
の で ある と 考え られ る 。 こ の 場合 、 
プラ ズ マ 化す る 粒子 が な く な る と プ 
ラズ マ 砲 は 打 て な い 、 つ まり 弾 切れ 
を 起こ す 兵 器 で ある と いう こと に な る 。 
パル ス は 、 脈 拍 や 電波 の 振動 を 表 


す 言葉 だ が 、 電 磁 波 の こと を 指す 場 
合 も ある 。 と すれ ば パル ス 砲 が 用 い 
て る の は 、 電 磁 波 を 増幅 し た メー ザ 
ー か も し れ な い 。 メ ー ザ ー (MASER) 
と は 「Microwave Amplification by 
Stimulated Emission of Radiation |. 
で は 「 誘 導 放射 に よる マイ ク 
品 波 増幅 ]」。 マ イク ロ 波 は 電磁 波 の 
一 種 で 、 身 近 な 物 で は 電子 レン ジ に 
使用 され て いる 。 マ イク ロ 波 を 照射 
され た 物体 は 分 子 活動 が 活発 化し て 
熱 を 発生 する 。 生物 な ら ば 体内 の 水 
分 が 沸騰 ・ 膨 張 し て 破裂 し 、 大 き な 
ダメ ー ジ を 負う 。 ま た マイ クロ 波 に 
限ら ちず 強い 電磁 波 は 電子 機器 を 狂わ 
せ 、 故 障 さ せ て し まう 場合 が ある 。 
メー ザー を 兵器 に 転用 する と すれ ば 
これ ら の 効果 を 期待 し て の こと だ ろ 
う 。 な お レー ザー と 同じ く 発生 時 に 
消費 する の は 電力 だ け な の で 、 本 来 
は 弾 切れ は 起こ さ な い は ず で ある 。 
最後 の エネ ルギー に 関し て は 、 名 
前 が あま り に と し て いる の で 
特定 し が た い が 、 特 に 大 口径 砲 に こ 
の 名 が 用 いら れる 場合 、 上 記 の レー 
ザー・ プ ラズ マ ・ パ ルス の いずれ か 
を 強化 し た 物 と 考え る の が 妥当 だ ろ 
う 。 あ る い は 和 荷電 粒子 ビー ム 移 か も 
し れ な い 。 原子 を 構成 する 粒子 を 亜 


光速 で 射出 する 粒子 ビー ム 砲 は 、 高 
熱 に 加え 粒子 の 巨大 な 運動 エネ ル ギ 
ー で 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 。 プ ラズ 
マ 砲 も 一 種 の 荷電 粒子 砲 だ だ 、 こ ち 
ら の エネ ルギー 砲 は 熱 以 上 に 加速 さ 
れ た 粒子 の 運動 エネ ルギー を 重視 し 
て いる の か も し れ な い 。 も ちろ ん 、 
射出 する 粒子 が な く な れ は ば 弾 切れ 状 
態 と な る 。 

と ころ で [AC] 世界 の 光線 兵器 
の 面白 い 特徴 に 、 購入 価格 は 高い が 
ラン ニン グ コ スト が か か ら な いと い 
点 が ある 。 実弾 兵器 の 場合 、 使 用 
し た 弾薬 の 代金 ショ ン 完 遂 後 
(E [EH ELT [RA] で ある 報 
酬 か ら 差し 引か が れ て し まう 。 と ころ 
が 光線 兵器 は いく ら 使 用 し て も 弾薬 
代 は 差し 引か れ な い (光線 兵器 に も 
弾 数 制限 が ある 点 と は 矛盾 する が 
2051 )。 つ まり 、 上 手 く 使え ば トー 
タル で は 光線 兵器 の 方 が 安上がり に 
な る の で ある 。 た だ し 光線 兵器 だ け 
で 武装 を 固め る と AC 自 体 を 動か す 
エネ ルギー が 足り な く な り 、 行 動 を 
制限 され る 危険 性 が ある 。 い くら 経 
済 的 で も 、 ミ ッ シ ョ ン が 完遂 で き な 
けれ ば 何 の 意味 も な い の だ 。 SR 
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Rayemitting weapons like "lasers" 
ог "beams" have made appearan- 
ces in many science fictions. As 
being no exception, "Armored 
Core" features many kinds of 
these weapons, and they are very 
handy in conquering missions be- 
cause of the high speed of 
"bullets" and destructive power. In 
the world of "AC", the representa- 
tive energy weapons are called in 
names such as "laser rifles" or 
"pulse cannons". The difference 
between "rifles" and "cannons" 
are merely the difference in their 
size and the place where they are 
attached. They are also classified 
in four varieties from the differ- 
ence of the ray (or "bullets", in the 
way it seems) they emit: a laser, 
plasma, pulse, and energy. How 
do these categories differ from 
each other in principle and mecha- 
nism? 

The laser is used widely in our 
world as in laser sights of guns 
and surgical laser knives, The 
word "laser" is an abbreviation of 
"Light Amplification by Stimulated 
Emission of Radiation". Laser light 
£o straightforward without diffus- 
ing like the light emitted from. 
other illuminants. And laser lights 
can bear high calorific values. 
through amplifications. So, it is 
conceivable to imagine that laser 
lights as weapons may blow out 
the enemy's armoring by the heat 
of amplified lights. A certain kind 
of gaseous bodies or solid bodies. 
like carbon dioxide or ruby is used 
to amplify the light, but these bod- 
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ies are not consumed in emitting 
laser; it is the electricity the laser 
apparatus needs to work, That 
means the laser weapons essen- 
tially can be drained of the electri- 
city but not be in short of 
"ammunition". Though, laser 
weapons in "AC" have limited 
"number of ammo". So they may 
apply some kind of technology dif- 
fered from lasers. 

Plasma is a state of matter made 
by giving enormous heat or electri- 
city to gaseous bodies to make 
the atoms dissociate electrolytical- 
ly to atomic nucleus and elec- 
trons. It is called as the fourth 
state of matter, being compared to 
solid, liquefied, and gaseous bod- 
ies. The solar wind and the thun- 
der contain plasma, and its elec- 
tric discharge effects are used in 
fluorescent lights and plasma visu- 
al display terminals. The gas in flu- 
orescent lights has low percen- 
tage of electrolytic dissociation, 
but highly dissociated plasma con- 
tains electrified particles that have 
tremendous energy, reaching high 
temperature of ten-thousand-de- 
grees. Plasma cannons as ray- 
emitting weapons will cast these 
particles in a certain way, and 
damage enemies by the heat. Sup- 
posing that this hypothesis is val- 
id, a plasma cannon's firing will 
stop when the particles have 
gone, therefore they аге the weap- 
ons that have limited number of 
ammunition. 

"Pulse" means a blood beat or an 
undulation of radio waves. But it 


also has the meaning of an elec- 
tromagnetic wave. So maybe the 
pulse cannon uses "МАЗЕВ", ап 
abbreviation of "Microwave Ampli- 
fication by Stimulated Emission of 
Radiation". Microwave is a kind of 
electromagnetic waves. The most 
familiar example of it in use is, as 
you can guess easily, a microwave 
oven. Substance hit by microwave. 
generates heat from stimulated 
oscillations of molecules consist- 
ing the substance itself. If the sub- 
ject is live body, the molecules of 
water will oscillate violently, boil 
and expand to inflict severe or 
even lethal wounds. Also, not only 
microwaves, but all electromagnet- 
ic waves make apparatuses with 
electrical circuits to malfunction if 
the power of the waves is strong 
enough. Applying microwaves to 
weaponry probably aims to make 
those kinds of effects. In addition, 
"MASER" needs only the electricity 
as the power source like laser. 
Therefore "MASER" weapons 
should not have limited number of 
ammo fundamentally. 

Weapons that have the word 
"energy" in their names are diffi- 
cult to identify, because this word 
is too vague. But, on the fact that 
large-caliber weapons often have 
that word in their names, they 
might be the strengthened version 
of the one of the three types of 
weapons we previously looked; 
laser, plasma, or pulse. Perhaps it 
may be the electrically charged 
particle cannon. This weapon 
casts the elementary particle in 
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sub-light speed, and damages tar- 
gets by the enormous kinetic ener- 
£y and the heat that particles 
bear. A plasma cannon also be- 
longs the same category, but elec- 
trically charged particle cannon 
might be designed to give impor- 
tance to the kinetic energy rather 
than the heat. It stands to reason 
that this type of weapons will run. 
out of ammo when the stockpile of 
the particles to cast becomes 
empty. 

Incidentally, the ray-emitting weap- 
ons in "AC" have curious charac- 
teristics: although they are expen- 
sive to purchase, they require no 
extra costs afterward. If you fire 
the weapon that uses "solid 
shell", the price of ammunition 
consumed in combat will be sub- 
tracted from your money account. 
after the mission. On the contrary, 
if you choose to use energy weap- 
ons, no cost will be charged at а! 
no matter how many "ammo" you 
dispose. (Though, this is at vari- 
ance with the fact that they һауе 
limited amount of ammunitionAc.) 
In brief, the energy weapons are 
less expensive tools as a result if 
you have enough skill to turn them 
to advantage. But, equipping too 
many energy weapons may cause 
the power shortage and your AC 
will have troubles in maneuverabil- 
ity. Too much zeal for economy 
may ruin the whole mission - so be 


careful. < 


zi 


生き 残る 現行 テクノロジー 一 実弾 兵器 一 


レー ザー や ビー ム な ど 、 現 段階 で 
は 実用 化 さ れ て いな い SF の 世界 を 
体現 し た 兵器 を 多く 搭載 する こと が 
可能 な AC。 し か し 、 そ の 一 方 で 現 
在 も 兵器 と し て 利用 され て いる 実弾 
兵器 も 、 ま だ まだ 現役 と し て 使用 さ 
れ て いる 。 

AC が 使用 する 実弾 兵器 は 、 ミ サ 
イル 、 ロ ケッ ト 、 チ ェ イ ン ガ ン 、 ス 
29937. グレ ネー ドラ ンチ ャ ー、 
ライ フル 、 マ シン ガン 、 ハ ンド ガン 、 
バズ ー カ 、 シ ョ ッ ト ガ ン な どの 種類 
に 分 けら れる 。 戦車 や 飛行 機 な どの 
「 目 的 に 応じ た 機種 を 使う ] と いう 
感覚 と は 異な り 、AC は これ ら の 武 
器 を 「 状 況 に 応じ て 持ち 替え る | と 
いう 感覚 で 扱う 。 こ れ は 、 人 型 を 中 
心 と し て 開発 され た 兵器 か な ら で は の 
進化 と いっ た と ころ だ ろう 。 

固定 武装 し か 持た な い 戦車 な ど は 、 
搭載 され て いる 砲 の 口径 に 合わ せ て 、 
数 種類 の 砲弾 を 使い 分 け 、 戦闘 機 や 
爆撃 機 は その 積載 量 や 機体 自体 の 使 
用 目的 に 応じ て 装備 する 武装 が 決定 
„ AO, ユニ ッ ト 
分 けさ れ た 武装 を 変更 する こと で 、 
ミッ ショ ン や 戦闘 相手 に 応じ て 弾丸 
を 使い 分 ける こと が で きる 。 そ れ は 、 
1 台 の 兵器 を 戦況 に 合わ せ て 組み 替 
える こと で 、 優 れ 
て いる と いう こと だ 。 で は 、 そ ん な 
進化 し た テク ノロ ジー の も と で 開発 
され た AC が 、 な ぜ ロ ー テ ク と も い 
える 実 水 兵器 を 装備 する の だ ろう か ? 

実弾 兵器 の メリ ッ ト は 、 安定 し た 
連続 使用 が で きる 点 に ある 。 弾 丸 自 
体 が 運動 エネ ルギー を 発生 させ る 火 
薬 や 推進 剤 を 持っ て お り 、 機 体 は エ 
ネル ギー を 使用 し な いで 弾丸 を 発射 
する こと が で きる 。 ゲ ー ム シス テム 
上 で も 、 レ ー ザ ー 兵 器 な どの 電力 を 
使用 する 武装 は 、 機 体 か の ら エ ネル ギ 
ー の 供給 を 受け な けれ ば な ら な いた 
め 使用 に 制限 が ある が 、 ERROR 
器 は そう いっ た リス ク を 負う こと が 
な い 。 

また 、 弾 丸 自 体 に 使用 目 人 
た さま ざま な 細工 を 行う こと が で き 
る の も 実弾 兵器 の メリ ッ ト で ある 。 
熱源 感知 機 や レー ダー を 使用 し て 、 
ロッ クオ ン 対 象 を 追尾 する ミサ イル 
は 、 コ スト 的 に 高価 だ が 、「 狙 っ て 、 
当て る 」 СИЗО: 
例 す る 通常 の 射 没 攻 撃 に 比 し て 、 в 
中 率 が 飛躍 的 に 高まる 。 ま た 、 ロ ケ 
ッ ト は 、 ホ ー ミ ング 性 能 こ そ な い が 、 
ND KE 
VERTI ERES LIV 

その ほか に も 、 攻 撃 の 目的 や 作戦 
に 応じ て いく つも の 実弾 兵器 が 存在 
する 。 長い 砲身 を 持つ と と で 高い 命 
中 精度 を 持つ ライ フル 、 命 中 精度 は 
高く な い が 大 量 の 弾丸 を 速射 する こ 
と が 可能 な マシ ン ガ ン や チェ イン ガ 


ン 、 攻 撃 力 は 劣る が 狭い 場所 で の 取 
り 回 し に 優れ 携行 し や すい ハン ドガ 
> 繋が 可能 な 散弾 を 発 
ト ガ ン な ど 、 用 途 に 
パリ エー ショ ン の 多 さ は 、 テ 
クノ ロジ ー レ ベル の 高低 だ け で は 判 
断 で き な い 魅力 に な っ て いる 。 

さら に 、 ゲ ー ム 中 で は 表現 され て 
いな い が 、 実弾 兵器 は トラ ブル が 少 
な いと いう 利点 が ある 。 簡 の 中 か ら 
火薬 な ど を 利用 し て 弾丸 を 撃ち 出す 
と いう シス テム は 、 機 構 が 単純 で あ 
る た め 、 多 少 取 り 扱 い が 雑 で も 作動 
不良 が 少な く 、 戦 場 な ど で も 安心 し 
て 使用 する と と が で きる 。 よ く 、 刑 
事物 の ドラ マ な ど で 、 オ ー ト マチ ッ 
ク の ピス トル を 嫌い リボ ポル バ ー に こ 
だ わる 刑事 な ど が 登場 する 。 そ れ は 、 
機構 が 複雑 に な っ た オー トマ チッ ク 
の ピス トル は 、 弾 詰まり を 起こ し や 
すく 命 を 預け る に は 不安 が ある と い 
う 理 由 に 基づい て いる 。 同様 に 、 レ 
兵器 な どの デリ ケー ト な 電気 
系 の 武装 は 、 オ ー ト マチ ッ ク の ピス 
トル 以上 に 複雑 な 機構 を 有 し て お り 、 
トラ ブル も 起こ りや すい と いう 難点 
が ある と 考え られ る の だ 。 

実弾 兵器 は 、 長 い 年 月 を か け て 殺 
傷 能力 を 高め る た め に 熟成 され て き 
た も の で ある 。 す な わ ち 、 兵 器 と し 
て の 信頼 度 は 、 新 し い テ クノ ロジ ー 
の 兵器 より も 高い は ず で ある 。 

ゲー ム 中 の ミッ ショ ン で は 弾薬 費 
が か さむ お こと も あっ て 、 必 ず し も 優 
れ で いる わけ で は な い が 、 歴 史 的 な 
パッ クボ ポー ン や 現実 的 な 観点 か ら 見 
て みれ ば 、 有 能 な 兵器 た りえ る の だ 。 
十 参 の こだわ り 兵士 の よう に 、 実弾 
系 の 装備 の み で 戦う と いう や り 方 も 、 
主人 公 三 プレ イヤ ー で ある 「ACI」 
シリ ー ズ な ら ば 楽し め る 要素 だ ろう 。 


ға Solid shell weapons-technology 
surviving in the future 


"Armored Core" features wide vari- 
ety of futuristic weapons such as 
lasers or beam weapons which are 
not practical at present. While the 
weapons using "solid shells" - 
meaning live ammunition as in 
present times, in comparison to 
"energy" ammunition in the world 
of "AC" - are also in service. 

AC can apply various types of solid 
shell weapons like missiles, rock- 
ets, chain guns, slug guns, gre- 
nade launchers, rifles, machine 
guns, handguns, bazookas, and 
shotguns. AC uses those various 
weapons to fit the situations like 
"exchanging his flute for a picco- 
lo", not "choosing purposefully 
from pre-fixed combinations" as 
battle tanks or military airplanes. 
Probably it is a profit coming from 
AC's development as humanoid- 
figured machinery. 

Weaponry that has only fixed 
equipments like tanks use several 
kinds of rounds befitting the cali- 
ber of the cannon, and military air- 
planes like fighters or bombers 
have fixed combinations of equip- 
ments required by its maximum 
load or objectives they are de- 
signed to achieve. On the contrary, 
an AC can use various kinds of 
equipment and ammunition suit- 
able for each missions and/or op- 
ponents by simply exchanging 
weapons because they are packed 
as units. This means that the AC 
is superior multi-purpose weapon- 
ry adaptable to any military situa- 
tion. How come the machine like 
AC that developed with such ad- 
vanced technology still have any- 
thing to do with rather outof date 
technology like solid shell weap- 
ons? 

Solid shell weapons have a merit 
that they can be operational stably 
and continuously. As the propul- 
sive power being contained in the 
shell itself, no extra power is re- 
quired to machines bearing the 
weapon. In "AC" games, electrici- 
tyconsuming weapons like lasers 
have limited usage, for they rely 
on the energy supply provided 
from the AC's main generator. But 
solid shell weapons have no such 
kind of risk. 

They are also superior to energy 
weapons in variety of projectiles 
that allows users to accommodate 
themselves to various objectives. 
For example, the missiles that 
have homing functions to targets 
they locked on through the heat- 
detector or the radar device, will 
make higher hitrate than normal 
firings relying on the operator's 
abilities to "aim and hit", though 
they are rather expensive. Rockets 
don't have homing functions, but 
they boast enormous destructive 


power by carrying large amount of 
explosives. 

Moreover, there are many kinds of 
solid shell weapons to adapt given 
situations in combat. Rifles have 
high hitrate due to their long bar- 
rels. Machine guns and chain 
guns have a poor hitrate but can 
pour almost countless bullets to 
enemies. Handguns have a lower 
offensive power but also have а. 
great handiness in cramped pla- 
ces. Shotguns can spread rounds 
on wide area. The variety is so 
wide, giving them charms that can 
compensate technical gaps to 
"advanced" energy weapons. 
Furthermore, solid shell weapons 
also have structural merits that 
not materialized in "AC". Their 
structure is very simple: basically, 
it's a metal tube and a bullet run- 
ning through it propelled by the ex- 
plosion of the gunpowder. They 
have least tendency to malfunc- 
tion even in a battlefield, even if 
they may be treated roughly. There 
are quite a few guys in police stor- 
ies, who have distaste for auto- 
matic handguns and stick to old- 
fashioned revolvers. They do not 
trust automatics with complicated 
mechanism, because such guns 
may get jamming in the times of 
life-and-death situations. Laser 
weapons, probably with more com- 
plicated structures in themselves, 
may have the same tendency. 
Solid shell weapons have experi- 
enced a long time of maturing to 
be lethal. As a result, their reliabil- 
йу must be much higher than the 
weapons made from newly devel- 
oped technology. 

In the missions of "AC", they are 
not always handy because they re- 
quire the financial cost of the am- 
munition, but if you look them 
from the viewpoint of historic back- 
grounds and realistic thinking, 
they are surely capable. As being 
protagonist of the story, a player 
can find pleasure in acting like а 
cool veteran by using solid shell 
weapons only. 55% 
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ず で す の で 、 同じ 攻撃 的 な ミ 
曲 で は あっ て も 、“Muzzle" と は また 


な っ て いま す 。 


kind of wipeout missions. 


この 曲 は 、 IC ARCAS, 
ショ ン で 使用 し て 
WEF. プレ イヤ ー は 、 すでに メイ ンス ト 
ー リ ー の 流れ の 中 に 深く 入り 込ん で いる は 


スト リン グ ス の 要素 を 多め に 含ん だ も の に 


This track is used mainly in missions 
that appear after the middle phase 
of the story, and have an objective to 
annihilate enemies. At this point, 
players should apprehend the story. 
deeply. So this track has much more 
strings as an element than "Muzzle", 
though both tracks are for the same 
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この 曲 は 、 危 険 な ミッ ショ ン に 臨む “それ 
ぞ れ の レイ ヴ ン の 意思 " の よう な イメ ー ジ 
と 、“ そ の 後に 彼ら が 持ち 得る 心情 " と い 
う 感 覚 を 表現 し た つも り で す 。 АФ 
以降 に 出現 する 、 主 に 潜入 を 目的 と する ミ 

ショ ン で 聴く こと が で きま す 。 


In this track, | tried to express "the 
each will" and "the sentiment con- 
ceived aftermath" of the Ravens fac- 
ing dangerous missions. You will 
come across upon this track in the 
latter part of the story, mainly in infil 
trating missions. 


BER TRACK 013: 


Disrespect 


SOUND INAGE MISSION вом 
"USED SCENE: KEY FORTRESS 


e 
TRACK 013 : 
LINER NOTES. 

基幹 要 寒 を 舞台 に し た ミッ ショ ン の BGM 
と し て 使用 し て いる 曲 で す 。 開発 中 、 実際 
に サウ ンド を 当て は め て みた と き に 、 マ ッ 
TORERO ES ESOO 
その まま すん な り と マッ プ の テー マ 曲 に 
定 し まし た 。 ト ラッ プ が 多い ご 
ECPELUBMRE ТЕ TES 
える と 思い ます 。 


1 applied this track to missions that 
take place in the mai 

While the game's programming was 
on progress, | temporarily put this 
track on the map of the base. The | 
sound went along with the structures: 
and the atmosphere of theimap very 
well, so this assortment was deter- 
mined with no objection. Please feel 
the queer atmosphere of the trap- 
loaded map. 


| 


Se ARMORED CORE 3 
efe SILENT LINEsounorrack воск 


COLUMN #05 


レイ ヴ ン п 


レイ ヴ ン (RAVEN) 、 そ れ は 英語 
€ [740322] と いう 大 型 の 狼 
を 意味 する 言葉 だ 。 し か し 同じ 綴り 
を 持つ 、「 強 奪 する] [荒らし 回 る | o 
さぼ り 食 う ] と いう 意味 の 言葉 に も 
読み 取れ る 。 ま さ に それ は 「『ACI tt 
界 の レイ ヴ ン 達 に ふさ わし い 名 前 だ 
と 言え る だ ろう 。 彼 等 は AC を 駆り 、 
金 さえ 払え ば 合法 非 合 法 を 問わ ず 仕 
事 を 完遂 する スペ シャ リス ト 。 МЕ 
組織 グロ ー バ ルコ ー テ ックス - ザ ・ 
ネス ト ・ オ ブ ・ レ イヴ ン - の 指示 を 
受け な が ら も 、 己 の 価値 観 に だ 
う 事 を 許さ れ て いる 存在 で ある 。 

彼ら の 立場 は 「 億 兵 」 で あり 、「 自 
分 達 の 国 は 自分 達 で 守る ] と いう 考 
え 方 の も と 、 微 兵 また は 志願 兵 制度 
に よっ て 集め られ た 国民 で 組織 され 
る 正規 兵士 と は 、 戦 い に 対 する スタ 
ンス が 全く 異な る 。 

と き に 備 兵 部 隊 を 「 外 人 部 隊 ] と 
も 呼ぶ よう に 、 備 兵 は その 国 の 国民 
で ある 必要 は な い 。 備 兵 が 戦う の は 
愛国 心 の た めで も 、 そ の 土地 に 住む 
家族 を 守る た めで も な い 。 あ る 備 兵 
は 特定 の 国 や 政治 思想 を 敵視 し 、 そ 
こと 抗争 状態 に ある 国 を 渡り 歩い て 
は 戦い を 続け る 。 別 の 備 兵 は 、 契 約 
金 や 報酬 さえ 十分 な ら 、 ど ん な 国 や 
組織 に も 味方 する 。 中 に は 戦闘 の 興 
奮 を 得 た い が た め に 、 わ ざわ さ ざ 激 戦 
地 を 選ん で 戦う 備 兵 も いる 。 そ し て 
その 全て が 、 誰 か ら も 強制 され る こ 
と な く 自 分 の 意志 で 戦い に 臨む の で 
ある 。 

も っ と も 、 い わ ゆ る 戦場 だ けが 備 
兵 の 活躍 場所 で は な い 。 都市 部 に お 
ける 要 人 警護 、 政 情 不安 な 土地 で の 
企業 警備 、 特 殊 部 隊 の 指導 、 誘拐 犯 
か ら の 人 質 奪還 な ど 、 戦 闘 に 関す る 
知識 ・ 技 術 を 生か す 機 会 は 数 多い 。 
こう し た 仕事 は 組織 的 に 活動 する 備 
兵 集団 が 請け 負う 場合 も ある 。300 
年 の 伝統 を 持つ 備 兵 組織 「 ワ イル ド ・ 
ギー ス 」 等 が その 例 と し て 挙げ られ 
る だ ろう 。 x 

この 2 点 は 、 も ちろ ん レイ ヴ ン に 
つい て も 言え る こと だ 。『AC』 世界 
に は ミラ ー ジ ュ や クレ スト イン ダス 
トリ アル 等 の 対立 する 企業 ・ 組 織 が 
存在 し 、 互 い を 跳 落と す た め の ミッ 
ショ ン を レイ ヴ ン に 依頼 する 。 こ の 
際 、 単 に 報酬 の 過多 で どちら に 味方 
する か を 変え る レイ ヴ ン も いれ ば 、 
特定 勢力 の 仕事 を 選び 続け る レイ ヴ 
ン も いる こと だ ろう 。 ど ちら を 選ぶ 
の も その レイ ヴ ン の 自由 だ 。 依頼 さ 
れる ミッ ショ ン も 、 敵 の 排除 か ら 物 
資 の 警護 、 占 領 さ れ た 施設 の 奪還 な 
ど 、 戦 闘技 術 を 徹底 的 に 活用 し な け 
れ ば な ら な い 多 用 さ に 富む 。 

こう し た ミッ ショ ン の 仲介 役 と な 
り 、 依 頼 者 と レイ ヴ ン の 間 を 取り 持 
つ 組 織 が グロ ー バ ルコ ー テ ックス だ 。 


だ が グロ ー バ ルコ ー テ ックス は 備 兵 
「 部 隊 ] で は な い 。 例 えば 備 兵 部 隊 
と し て 名 高い 「 フ ラン ス 外 人 部 隊 ] 
で は 上 官 へ の 絶対 服従 と 部 隊 へ の 中 
誠心 が 求め られ る 。 規律 は 厳し い が 
銃器 や 弾薬 、 食料 や 燃料 は 準備 し て 
も ら え 、 戦 車 や へ リ な ども 部 隊 と し 
て 所 有 し て いる 。 一 方 グロ ー バ ルコ 
ー テ ックス は レイ ヴ ン に 対す る 強制 
カ ・ 拘 束 力 を 持た な い 代 わり に 、 各 
レイ ヴ ン に 対し て 援助 も 行わ な い 。 
AC そ の も の は も ちろ ん 、 パ ー ツ や 
弾薬 に 至る まで 、 実 質 レ イヴ ン が 自 
前 で 賭 わ あな けれ ば な ら な い 。 

ある 意味 それ が 、 レ イヴ ン を 縛る 
唯一 の ルー ル を 形作っ て いる と も 言 
える 。 金 が な けれ ば AC の パー ツ が 
買え な い 。 金 を 得る た め に は ミ 
ョ ン を 受け な けれ ば な ら 
ョ ン を 成功 させ る に は AC を 整備 し 
な けれ ば な ら な い 。 仕事 を 受け な い 
自由 、 仕 事 を 選ぶ 権利 は ある が 、 戦 
わ ず に 生き て いく こと は で き な い 。 
レイ ヴ ン の 生活 は 金銭 面 も 弱肉強食 
の 世界 な の で ある 。 

最強 の 兵器 で ある AC を 所 有 し 、 
誰 の 支配 も 受け ず 、 金 次第 で どう と 
で も 動く アウ トロ ー。 自 由 で 危険 な 
備 兵 、 それ が レイ ヴ ン だ 。 人 々 は そ 
こと に 人 類 の 暗部 を 見 る こと は あっ て 
も 、 未 来 へ の 希望 を 見 出す こと は 普 
通 な ら あ りえ な い 。 

だ が 、 管 理 さ れ 閉 塞 し た 世界 を 切 
り 開い て いく こと が で きる の も 、 対 
に も 支配 され な い 精 神 を 持つ レイ ヴ 
ン だ け で ある 。 ジ ョ ー ジ ・ マ ク ド ナ 
ルド の 著作 「 リ リス 」 に は 、 物 語 の 
案内 役 と し て レイ ヴ ン と いう 名 の 鷺 
の 化身 が 登場 する 。 彼 は 主人 公 に 世 
界 の 仕組 み を 説明 し 、 置 険 に 誘う 。 
ROREHOTA UHIA, 空 か 
ら 世 界 の 全て を 見 る こと も 、 そ し て 
新た な る 世界 を 目指 し て 飛び 立つ こ 
と も で きる 。 そ し て [AC] 世界 の 
レイ ヴ ン も 、 人 々 を 新た な 世界 へ と 
誘う 可能 性 を 秘め て いる の で ある 。 


> 
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"Ravens" - free and dangerous mercenaries 


The word "Raven" stands for "Corvus. 
corax", the largest species among 
crows. But the same word also has the 
meaning of "plunder", "damage 
around", and "devour". So to speak, 
"Raven" is a quite appropriate name for 
mercenaries in the world of "Armored 
Core", They are the specialists in oper- 
ating AC, performing any kind of jobs 
whether they are legal or not. They have 
the freedom to follow only their own 
sense of values, although they are rec- 
‘ommended to comply with the request 
from "GLOBAL CORTEX”, (they call 
themselves as The "Nest" of Ravens) а 
worldwide organization of mercenaries. 
Ravens are "hired guns” - they have a 
totally different standpoint on war from 
regular army soldiers who was recruited 
or volunteered by the idea of "one 
should protect their own nation". 

A mercenary is not necessary to be a 
nation of the country at war, as they are 
sometimes called "foreign region". They 
do not fight from patriotism neither to 
protect their families who live there. One. 
mercenary would be at enmity with a 
particular country or ideology and keep. 
fighting against them in various places. 
Another one may do not care about 
which side of the battle he or she 
stands - if the employer is generous 
enough to pay good contract money and 
reward. There even exists a mercenary 
who wants to fight in the place where 
the fiercest battle is fought, only for 
seeking excitement through combat. All 
of them are not forced to fight by any- 
опе - they fight by their own free will 
Their workplaces are not limited to typi- 
cal "battlefields". Their experience and 
knowledge about warfare are used in 
various situations like guarding VIP's in 
the city area, keeping the security of a 
corporation in a politically unstable ге- 
gion, training special force personnel, 
and liberating hostages from the hand 
of kidnappers. These kinds of opera- 
tions are often undertaken by a group of 
mercenaries acting as one organization. 
"Wild Geese”, the mercenary organiza- 
tion with 300 years of prominent his- 
tory, is a notable example. 

Ravens work in manners similar to 
these modern mercenaries. In "АСЗ", 


there exist several corporations or es- 
tablishments such as "MIRAGE" or 
"CREST industrial" which are striving 
with each other. They offer missions to 
Ravens in purpose of relegating their riv 
als. Taking such missions, one Raven 
may choose the most highly rewarded 
mission, Or, another Raven would per- 


sist to be on a specific corporation's 
side. The choice is left to each Raven. 
‘And the missions have various situa- 
tions and objectives that require ma- 
tured skills of combat such as expelling 
enemies, watching over commodities, 
and retrieving occupied facilities. 
"GLOBAL CORTEX" is the organization 
that works аз a mediator between cor 
porations and ravens. But they are not 
"mercenary corps". For example, in 
mercenary forces like French foreign re- 
gion, a member is compelled to obey or- 
ders from senior officers and required 
to show loyalty to the region, Though the 
disciplines are severe, members can 
get supply of arms, ammunition, food, 
fuel, and any other necessities. Also, 
weaponry like tanks or helicopters is the 
corps’ possessions. On the other hand, 
"GLOBAL CORTEX" has no power to 
make Ravens obey, neither they bring. 
апу supplies to Ravens at all. To pre- 
pare for battle, a Raven should pur- 
chase everything in need by his or her 
own expense - you must buy the parts, 
weapons, ammunition, and, not to men- 
tion, AC itself. 

Perhaps this is the only rule Ravens 
must obey: if you don't have money, you 
can't buy AC parts. If you want to make 
money, you should beat the mission. 
And, if you want to beat the mission, 
you must tune up your AC. Surely you. 
have the right to choose the missions 
and the freedom not to take them, but 
you can not survive without fighting. 
Raven's life on earning is also a precise 
‘example of a world where the law of the 
jungle prevails. 

The outlaws with AC - the most powerful 
weapon in the world - ones that have 
nothing to obey, and only money can 
make them to act. Ravens are free and 
dangerous mercenaries. You may see 
the darkest side of mankind among Rav- 
ens, but searching for a hope toward 
the future among them seems to be the 
most unusual attempt. 

Though, the only people like Ravens 
who have unbound mind can break 
through the world that facing blockade. 
by strict orders. In George Macdonald's 
"Lilith", a spirit of a crow named 
"Raven" appears as the guide. He told 
the protagonist about how the world is 
going on and lured him to adventures. 
Raven can see all over the world from 
the sky, and can fly away heading to the 
new world by his black wings. Ravens in 
"АСЗ" also have the possibility leading 
Us to an entirely new world. Sa 


COLUMN +06 


“а 


【AC3] シリ ー ズ に お いて 、 特 徴 的 な 
キー ワー ド は 、 コ ンピュータ に 管理 
され た レイ ヤー ド と 呼ば れる 地下 世 
界 と 、 そ こ を 舞台 に 繰り 広げ られ る 
企業 間 戦争 で ある 。 

[АСЗ] シリ ー ズ の 世界 で は 、 "大 破 
Ж” と 呼ば れる 環境 破壊 に よっ て 、 
それ まで 培 われ て きた 社会 概念 が リ 
セッ ト さ れ 、 新 た な シス テム と し て 
コン ピュ ー タ に よる 管理 社会 が 完成 。 
そこ に は 国家 が 存在 せ ず 、 企 業 が 大 
き な 力 を 有する に 至っ て いる 。 

コン ビュー タ に よる 管理 が 徹底 さ 
れ た 社会 と いう 設定 は 、 海外 の 古典 
SF 作品 な ど で も 多く 目 に する こと が 
で きる 。 こ うい っ た 世界 で は 、 コ ン 
ES つて 社会 機構 が シス テ 
マチ ッ ク に 管理 され る こと で 、 住民 
生活 が 維持 され て いる 。 そ れ は 、 コ 
ンピュータ が “Hh” と も 言え る 絶対 
的 な 審判 者 と し て 存在 する と いう こ 
と だ 。 社 会 を 続 制す る と いう 意味 で は 、 
コン ピュ ー タ の 計算 が は じき 出す 判 
断 は 間違い で は な い が 、 一 方 で 人 間 
ADU? MEEK ANDE 
いう 危険 性 が ある 。 


コン ピュ ー タ に 管理 され た 社会 


же > 


一 般 的 に 、 こ うし た 世界 が 迎え る 
(も し く は 、 最 初 か ら 抱え て いる ) 
最大 の 問題 は 、 管 理 者 で ある コン ピ 
ユー タ 自 身 が 、 正 し い ジ ャ ッ ジ を 下 
し て いる か どう か と いう 疑問 を 大 衆 
が 持ち 始め る こと だ 。 人 の 生死 を 、 
血 の 通っ て いな い 機 械 に 管理 、 判断 
させ て いい の か ? 人 間 の 社会 は 、 人 
間 が 動か すべ き な の で は な いか ? Ж 
ん な 、 人 間 の 存在 意義 が 曖昧 に な っ 
た 場所 で 、 人 間 が 人 間 ら し く 生き る 
に は どう し た らい い の か を 問う の が 、 
その 世界 に 生き る 人 々 の テー マ と な 
る と と が 多い 。 

し か し 、IAC3」 シ リー ズ の 世界 の 大 
衆 は 、 コ ンピュータ に よっ て 自分 た 
ち が 管 理 され て いる 事実 を 知ら な い 。 
巨大 な 権力 を 持ち 、 利 権 争 い の た め 
に 市 街 地 な ど で 平気 で 戦闘 や 破壊 活 
動 を 行う 企業 体 こ そ 、 自 分 た ち を 支 
配 し て いる と 誤認 し て いる 。 [AC3] 
世界 の コン ピュ ー タ に よる 管理 は 、 
大 衆 に 対し て 直接 圧力 を か ける と い 
う ス タイ ル で は な く 、 意 図 する 方 向 
に 社会 全体 を 緩やか に 誘導 し よう と 
する も の で あり 、 人 々 は コン ピュ ー 


タ の 存在 に 気づい て いな い の だ 。 そ 
の た め 、 大 衆 は 管理 され る こと に 対 
する 反感 を 持た ず 、 自 分 た ちの 存在 
意義 に つい て 考え る こと も な い 。 

だ が 、 レ イヴ ン だ け は 戦い の 中 で 
世界 の 真実 に 気づい て いく 。 人 間 の 
存在 意義 、 人 が 生き て いく 未来 の 行方 、 
そう いっ た テー マ は 主人 公 た る レイ 
み 投げ か けら れる の だ 。 

ロボ ッ ト を 自分 の 好み に 応じ て 改 
造 し 、 爽快 感 あ ふれ る パト ル を 行う 
こと が 、「AC3」 シ リー ズ の 面白 さ で あぁ 
る 。 し か し その 一 方 で 、 ミ ッ シ ョ ン 
を 追う ご と に 、 世 界 が 持つ 閉塞 し た 
和 感 を 持つ に 違い な い 。 


信 感 」 を 、 テ クノ ロジ ー 発 展 の 象 微 
と も いえ る 人 型 兵 器 を 使用 し な が ら 
打破 し よう と する パラ ドッ クス に も 、 
TAC 3」 シ リー ズ の 魅力 の 一 端 が あ 
る と 言え る だ ろう 。 

現代 社会 に お いて も 、 先 頃 話題 と 
Bok [ERESHE] PBMC 
展 す る コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク な ど 、 
数 十 年 前 に は SF 小 


よう な 状況 が 、 実際 に 我々 の 身 に 降 
りか か っ て くる よう な 時 代 と な っ て 
いる 。 も し か する と 、 巨 大 ロボ ッ ト 
の 実現 より も 先 に 訪れ る か も し れ な 
い コ ンピュータ に よる 管理 社会 。 も 
ちろ ん 、 ゲ ー ム の よう な 絶対 的 な 支 
配 状況 に を る こと は な い だ ろ う が 、 
それ で も コン ピュ ー タ 技術 の 進歩 は 、 
そん な SF 的 な 考え を 抱か ず に は いら 
れ な い ほ と 早い 。 

実現 し た 姿 を 見 て みた いと 思わ せ 
る 巨大 人 型 機械 と 、 実 現し て ほし く 
な い コ ンピュータ に よる 管理 世界 。 
興味 の レベ ル と 実生 活 の レベ ル と い 
う 差 は ある が 、「AC3」 シ リー ズ は 、 項 
望 と 拒絶 と いう 相反 する 未来 像 を 同 
時 に 提示 し て いる 作品 で ある と も 言 
える 。 

ロボ ッ ト ア クシ ョ ン と いう ゲー ム 
性 だ け で な く 、 こ うし た 世界 観 の 根 
底 に ある 問題 も 真剣 に 考え な が ら 「 サ 
イレ ント ライ ン | を プレ イ する こと で 、 
作品 と し て の 奥深 さ を よ り 実 感 する 
こと が で きる の か も し れ な い 。 ER 


The society managed by computers 


Talking about "Armored Core 3" 
series, there are several charac- 
teristic key words used for estab- 
lishing the world's outlook - the un- 
derground world called "Layered" 
managed by computers, and the 
warfare between corporations. 

In the world of "АСЗ", a general 
notion about the society has been 
totally collapsed due to the cata- 
strophic changes of global environ- 
ment called "Vast Destruction". Af- 
ter the destruction, a society 
managed by computers emerged" 
and was set as the new system to 
organize the world. There is no 
country - the power ruling the peo- 
ple is yielded by gigantic corpora- 
tions. 

Authors of science fictions have 
used this kind of conception re- 
peatedly. In this type of world, the 
stabilities of the society and its 
economy are maintained by com- 
puters’ controlling in the very sys- 
tematic way. It means that com- 
puters stand as the ultimate 
judges like "God". At the viewpoint 
from regulating the society, the de- 
cisions by computers are always 
seem to be valid. But on the other 
hand, the dignity and the right of 


human being are often disregar- 
ded in these decisions.. 

The problem which computer-con- 
trolled society faces (or contains 
from its birth) is, that people be- 
gin to suspect about the legitim- 
acy of the judges of "Controller", 
the computers. Is it right to leave 
decisions concerning people's life 
and death to bloodless machines? 
Shouldn't we control our society 
by our own hand instead of using 
computers? If we don't, have we 
any difference to mere livestock? 
How can mankind live decently in 
the world where the meaning of 
man's existence as intellectual be- 
ing became ambiguous? Many 
people who live in the world have 
dealt such questions as an impor- 
tant theme. 

But the people in "AC3" do not 
know the fact that they are under 
control of the computers: they 
have misinterpretations that it is 
corporations, with great power and 
avarice to enforce battles or act of 
sabotage even in city areas, who 
control them. Computers in "АСЗ" 
do not contro! the society in forms 
of direct pressures to each individ- 
ual. Instead, the computers lead 


the whole society slowly toward 
the direction they intend, so peo- 
ple do not realize the existence of 
the computers. As a result, people 
do not have an antipathy to being 
controlled, neither they do not 
think about the meaning of their 
existence. 

But only Raven is going to realize 
the truth through his experience in 
battles. The raison d'etre of hu- 
man and the future lying ahead of 
people's lives - these posers are 
assigned to the hero of "AC3" 
story. 

Ап attractive point that "AC3" has 
is to customize robots in ассог- 
dance with your taste and to ex- 
perience exhilarating battles oper- 
ating the machine. But, the more 
you beat mission, the more you'll 
be interested in the unique, deca- 
dent view of the world of "АСЗ". It 
has a paradoxical plot of defeating 
"the discredit toward technology" 
а favorite subject illustrated in 
many science fictions - by using 
weapons, which are the symbols 
of advanced technology. Surely 
that is another attractive point of 
this game. 

Recently, we are experiencing sit- 


uations like "national numbering 
system" or rapid growth of com- 
puter network, which should take 
place only in science fictions until 
some decade ago. Maybe the soci- 
ety managed by computers is 
about to come in reality - it should 
be more likely than humanoid-type 
mobile weapons. It is needless to 
say that the absolute rule of com- 
puters as shown in "АСЗ" won't 
be materialized instantly, but tech- 
nology is advancing so fast, mak- 
ing us feel uneasy about those sci- 
fi nightmares. 

Huge humanoid-shaped machines 
that we're looking forward to see, 
and computer-ruled society that 
we're afraid to see - "АСЗ" series 
show us two face of the future 
simultaneously. The former, in im- 
aginative aspect, means hope. 
While the latter, in practical as- 
pect, means denial. 

We may realize the deep attraction 
of "Silent Line" by not only enjoy- 
ing its welhmade 3D-robot shooter 
game but also considering serious- 
ly those subjects cast in the sce- 
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ARMORED CORE 


TRACK DATA 
*TRACK TIME : 306 
«SOUND IMAGE : ARENA БАТТЫ 
«ОЗЕР SCENE : ARENA & VERSUS BATTLE 


o ———— — 
TRACK 014 

LINER NOTES 

アリ ー ナ に お ける 戦い や 、 プ レイ ヤー 同士 
の 対 科 時 な ど に 使用 し て いる 曲 で す 。 曲 が 
持つ 独立 し た イメ ー ジ か ら 、 メ イン スト ー 
リー に 絡ま せ て ミッ ショ ン で 使用 する より 
. ВЕСНЕ НО 
が 活 まる の で は 、 と 最終 的 に 判断 し まし た 


This track is used in the arena mode 
and the versus battle mode. | finally 
concluded that this track should befit 
to a duel, rather than missions con- 
nected with the main story, because 
it has some kind of individuality 


BRMORED CORE 


BBR TRACK 015 


Monkey Likes Daddy 


TRACK DATA. 
«ТААСЫ TIME : 2:33 
SOUND IMAGE : ARENA BATTLE BGM 


TRACK 015. 

LINER NOTES 

に 対戦 で 使用 し で いま す 。 ダ 
と し て 非常 に 良く 出来 て いる 
と 感じ た の で 、 対 戦中 に プレ イヤ ー の 高揚 
感 を どん どん 高め て いく 効果 が 狙え る と 感 
じ ま し た 。 基本 的 に すご く ノ リ の いい 曲 に 
仕上 が っ て いま す 


This track is also used in duel sta- 
ges. | believe this will help players 
feeling exalted, because I think this 
is well-rounded dance music. Basi- 
cally, the track has the good momen- 
tum, 
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ARMORED COPE 


TRACK DATA 
«TRACK TIME : 3:30. 
・SOUND IMAGE : MISSION EGM 

USED SCENE : TIME LIMITED MISSION 


8 -———— ÁÀ 
TRACK 016: 


時 間 制 限 の ある ミッ ショ ン な ど 、 追 い 詰め 
られ た 状況 を 演出 する た め に 作成 し た 曲 で 
す 。 緊迫 し た 雰囲気 を 盛り 上 げ る 曲調 は 、 
プレ イヤ ー の 焦り を さら に 煽っ て くれ る は 
ず で す 。 オー ケス トラ を 多用 し て いる た め 、 
まさ に 映画 サウ ンド の よう な 作り に な っ て 
いる の が 特徴 で し ょ うか 


To express the runningrazor-edge sit 
vations like time limited missions, | 
composed this track. The tone of the 
music livens up the acute atmos- 
phere, and you will be more impa 
tient. This track has characteristics. 
similar to motion picture sound: 
tracks because of the Ey usage 
of orchestral sounds. 


ン に 使用 し て いま す が 、『 サ イレ 
トラ イン | の テー マ 曲 と し て 一 番 最初 に 
L I で 、 オ リ ジ ナ ル と 呼べ る も の で す 
АСЗ で 使用 し た 楽曲 の 雰囲気 を 保ち つつ 
b. “EURU” と いう イメ ー 

し て 作り まし た 。 この 曲 の アレ ン : 

する オー プ ニ ング の ムー ビー 
' に な る と いう 話 だ っ た の で 
出せ る よう に 心がけ た つも り で す 。 


Though it is used іп missions, this 
track was the first tune I composed 
as the main title of "Silent Line" so 
егу origin of ай "Silent 
the mood that 
had created, | 
more "vehement" іт. 
the track. | was told 
arranged version of this track 
be applied to the movie 
scene on the opening, which is plan- 
ned to show intense shootouts, so | 
intended to represent the intensive 
mood 


“EL 


TRACK 018, 


Jw Ime 


«ТНАСКТІМЕ : 3:23. 
E JE : AC35L ANOTHER THEME 


曲調 や 拍子 は 違い ます が 、 テ ー マ 曲 の メロ 
ディ ー を 使っ て 書い た 曲 で す 。「 サ イレ ン 
トラ イン | の 楽曲 コン セプト ど し て 、“ よ 
URLS, URLS" 的 な こと を プロ デ 
ュー サー か ら 提 示さ れ ぞ いた の で す が 、 そ 
の “ETAL” овес, i 
初 は 、 テ ー マ 曲 に すべ で の 要素 を 詰め 込 も 
うと 思っ て い だ の で す が 、 オ ー プ ニン グ ム 

ーー の 基本 構成 が 戦闘 に た る と いう こと 
っ た の で 、 別 の 曲 に 分 ける スタ イル に し 
タイ トル バッ ク の BGM と し て 合 
用 し て いる の も 、 “も う ひ と つの テー マ 曲 " 
と いう た 意味 合い か ら で す . 


This track is made from the melody 
of the title track of "АСЗ", though 
the tone and the musical meter is 
varied. The producer gave me indica- 
tions that the concept of the music. 
of "Silent Line" was "more intense, 
and more sorrowful". This track is al- 
located to represent the "sorrowful" 
part of this concept. At first, | tried 
to apply all the concepts in the title 
track, but | abandoned that idea and 
decided to make other tracks be- 
cause the opening movie was going 
to be combat scene. This track is 
also used in the title screen of the 
game, for this is an alternative of the 


ARMORED CORE 


Artificia 


title track. 
ТВА 19 
ІП 


* SOUND IMAGE : FINAL ENEMY THEME 
UN 


е 
ТВАСК 019: 

LINER NOTES 

最終 ボス と の 戦闘 時 に 流れ る この 曲 の メロ 
一 不、IAC31 の テー マ 曲 と | サイ レン 
トラ イン | の テー マ 曲 の メロ ディ ー を 組み 
合わ せ て 作っ た も の で す 。 激しい イメ ー ジ 
の トラ ッ ク に する た め に 、 リ ズム トラ ッ ク 
の EQ( イ コラ イザ ー) 処理 や ミュ ー ト に 特 
に 気 を 使い まし : 


The engagement against the final 
boss features this track. This is 
mixed with melodies from the title 
tracks of "AC3" and "Silent Line". 
paid some extra attentions to the 
equalizing of rhythm tracks and the. 
muting processes, in order to create. 
intense mood. 


cone 


TRACK DATA 

«TRACK TIME з 1:45. 

SOUND IMAGE  ACSSL MAIN THEME(STAFFROLL VERSION) 
«USED SCENE : STAFFROLL 


ーー ニー ニー 3 
TRACK 020: 


『 サ イレ ント ライ ン 」 の テー マ 曲 を スタ ッ 
フロ ー ル 用 に アレ ンジ し た も の で す 。 エン 
ディ ング シー ン を 静か め に 始め た か っ た の 
で 、 曲 の 構成 を 元 の テー マ と 人 逆 に し て リズ 
ム ト ラ ッ ク も BPM を すこ し 落と し て いま 
FH, 最終 的 に は 食い グル ー ヴ を 持つ 曲 に 
仕上 が っ た と 思い ます 。 


This is the title track of "Silent Line" 
arranged for staff credits. | reversed 
the constitution of the track and re- 
duced the BPM of rhythm track with 
the intention of making a calmly 
commencement. | believe this track 
has become the one with nice 
groove in the end. 


— 


ORED CORE 3 SILENT LINE 
TRACK 


PRODUCER MESSAGE 


[ARMORED CORE 3 SILENT LINE] N Led 24 
現実 に は まだ 、 アニ メ や 映画 に 巻 場 する よう な ロボ ッ ト を 動か すこ と は で きま せん 。 し か し 、 2 
[ARMORED CORE] (以下 、AC) の 中 で は 、 自分 だ け の ロボ ッ ド を 組ん で 思う 存 分 動か すこ と が 
で きま す 。 楽し み 方 は 人 それ ぞ れ で す の で 、 自分 な り の 最強 を 目指 す の も いい で し ょ うし 、 パ バー 
ツ に こだわ っ て も いい で し ょ う 。 と に か くま ず は ブレ イ を 楽し ん で みて くだ さい 。 WRAN r 
用 語 ・ メ カ - 敵 な ど 、 そ れ ぞ れ の 要素 は 舞台 に 用 意 さ れ だ 舞 育 装置 で あり 、 遊ん で も ら う 事 で 、 初 / 
め て スポ ッ ト ラ イト が 当たる も の で すか ら 。 その 結果 観客 で あり ' で も ある グレ イヤ ー に は 、 
メカ だ け で な く 、 自由 に 自分 な り の 世界 観 を イメ ー ジ し て いた だ けれ ば 嬉し いで すね 。 
ГАС] シリ ー ズ を 製作 する 上 で 貫い て いる の は 主人 公 = プ レイ ヤー で あり 、 自分 で 組替え た 
> CC A) で 、 最強 を 目指 し て 戦っ て いく どい う “遊び 方 の 視点 を 維持 する " こと で す 。 
гс. [AC] は 自分 だ け の も の だ 、 と いう 愛着 を 持っ て も ら え る よう に 、 ひとつひとつ の 動 
き や 、 メ カ の 質感 、 Ж. 自然 の 音 と いっ た 要素 を 練り 込み 、 存 在 感 の ある 世界 を 伝え よう と 考え 
て いま す 。 ゲー ム の 世界 観 は 、 ダ ラフ ィ ッ ク と いう “A” で 見 る も の だ け で な く 、 サ ウン ド に よる 
“H” で 感じ る 部 分 、 コ ント ロー ラー か ら 伝 わら て くる “ӨЙ” の 部 分 、 そ し て 最後 は 製作 者 と プ 
レイ ヤー の “気持 ち " と いっ た 部 分 が 混 然 一 体 と な っ て 出来 上 が る も の だ と 思い ます 。 DEY, 
この サウ ンド トラ ッ ク に 収録 され て いる BGM は も ちろ ん 、 爆発 の 音 や AC の 駆動 音 と いづ た SE も 
BDT, PAC] と いう の 中 に 存在 ずる 音楽 は 、 世界 観 の SERIO" を 感じ る た め の 要 素 と 言え 
る の で は な いで し ょ うか 。 
そう いっ た サウ ンド 面 も 含め て 、「 サ イレ ント ライ ン | で は 新た な アイ デア が いく つも 追加 され 
まし た 。 し か し 、 ГАС] シリ ー ズ は まだ まだ 、 理 想 と し て いる と ころ に 行き 着い た と は 言え ませ ん 。 
あら ゆる 表現 に 果て が 無い と いう ご と で すね 。 すべ て の 想い を 実現 する と と は 、 な か な か 容易 で 
は 無い で す が 、 GRE TAC] と いう 作品 を きら に 進化 させ 、 ぐ よ り 本 物 の 手触り を 得る こと が 出 
来る る 5 の ぁ と し て 、 プ レイ ヤー の 皆さん の 前 に 送り 出し て いく こと が 出来 れ ば 羊 いで す 。 = 


а 个 健郎 


То players of " Armored Core? Silent Line" 


is only possible in movies dr animated cartoons. But in "Armored Core", 


In reality, operating robot: 
you can assemble your own robot and mobilize it withgut reserve. You may try to make the most awe- 
some robot at your own pleasure, or stick to utilize/a particular component - there are many ways to ob- 
tài pleasure from the game, Anyway, please enjoy playing. All the game's elements such as strategy, 
tactics, ternis, machines and/enemies are just stage properties that can be in the limelight only when 
urid by players. It will by our greatest pleasure if you, as a player and a protagonist at the same time, 
can construct your own images about "AC", not only about machines but also about the whole world, 
through playing the game. 

While creating "AC" Series, we have always kept in our mind on that the player is the protagonist 
fighting through processes toward the sttongest, by maneuvering AC (a machine that made of the 


parts players assorted), Sustaining this/viewpoint is our basic concept. Upon this concept, we have 


‘h machines, the lights, 


elaborated the elements like every motions and the feeling of the material of 


and physical sounds to create the world as if it really exists, to make players feel attached to their own 
AC. I think the world tha 


sic, and "Че" through the vibration of control pads. We believe that the mixture of 


game créates is not only "seen" on CRT screens, but also "heard" as the 


sound and the m 


all these sensations and "emotions" cherished by creators and players will organize the outlook of the 
world. So, all sounds in AC the tracks contained in this disc, and sound effects like explosions and 


driving noise АС makés, are the basic element to feel the "touch" of the world of "AC". 


Along with these sound concepts, "Silent Line" has adopted a lot of new ideas in addition. But we con- 


sider that "ACY series is yet far from the perfection we aim, Every expression requires almost infinite 


ways to refine, Though it is not зо easy to achieve all objectives we have conceived, we promise you 


that "AC" series will continue to evolve: We will try to present new sequels that 


touches" from now on, and we will be glad if we can see you again. 


Onbehalfofall staff Kent 
“Armored Core3SilentLine” producer KEN IC] 
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